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域
に
残
っ
た
建
物
を
改
修
し
て
営
業
を
始
め
た
企
業
も
あ
る
。
高
台
移

転
も
現
地
で
話
を
聞
く
と
賛
否
両
論
が
あ
る
。
地
域
に
よ
っ
て
も
意
見

が
分
か
れ
て
い
た
。
鑑
雀
音
に
強
い
新
し
い
町
づ
く
り
は
、
防
潮
堤
や
道

路
や
用
地
の
嵩
上
げ
な
ど
多
重
防
災
施
設
も
必
要
だ
が
、
地
域
の
特
性

を
生
か
す
こ
と
も
重
要
だ
。
海
岸
環
境
の
変
化
で
津
波
災
害
も
進
化
す

る
。
終
極
の
津
波
防
災
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
、
い
ち
早
く
逃
げ
る
こ

と
だ
。

お
わ
り
に

巨
大
津
波
は
、
宮
城
県
気
仙
沼
市
で
は
市
街
地
も
海
も
巨
大
火
災
に

巻
き
込
ん
だ
。

今
回
の
地
震
で
は
、
大
船
渡
湾
で
も
水
産
工
場
と
家
屋
の
二
棟
と
漁

船
一
隻
が
全
焼
し
た
。
セ
メ
ン
ト
エ
場
の
重
油
タ
ン
ク
に
ひ
び
が
入
り

重
油
が
湾
内
に
流
出
し
た
が
、
大
事
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
地
震
や
津

波
で
火
災
が
起
き
た
例
は
、
先
に
述
べ
た
現
釜
石
市
で
家
屋
二
一
三
戸

が
全
焼
し
た
昭
和
三
陸
津
波
、
一
九
六
四
（
昭
和
三
九
）
年
の
新
潟
地
震

が
あ
り
、
一
九
九
三
（
平
成
五
）
年
の
北
海
道
南
西
沖
地
震
で
は
二
度

に
亘
っ
て
火
災
が
発
生
し
た
。

気
仙
沼
市
で
は
湾
内
に
あ
っ
た
二
三
基
の
オ
イ
ル
タ
ン
ク
の
う
ち
二

二
基
が
、
押
し
寄
せ
た
第
一
波
で
流
さ
れ
た
。
入
っ
て
い
た
重
油
や
軽

油
、
そ
れ
に
ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
な
ど
、
湾
内
に
流
出
し
た
量
は
合
わ
せ

て
一
万
一
○
○
○
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
余
り
に
上
る
も
の
と
見
積
も
ら
れ
て

い
る
（
気
仙
沼
市
津
波
被
雲
巍
笙
巳
。

地
震
の
科
学
が
置
か
れ
て
い
る
状
況

二
○
一
○
年
六
月
、
世
界
中
の
地
震
学
者
を
驚
か
せ
た
ニ
ュ
ー
ス
が

あ
っ
た
。
「
《
ｚ
呂
夢
名
巖
名
呉
曾
蔦
興
冒
毎
頁
。
胃
呂
・

前
年
の
二
○
○
九
年
四
月
六
日
に
イ
タ
リ
ア
で
起
き
た
ラ
ク
ィ
ラ
地

震
？
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
（
以
下
、
Ｍ
）
６
．
３
）
の
発
生
リ
ス
ク
に
つ
い
て
事

前
に
言
及
し
な
か
っ
た
こ
と
で
、
地
震
学
者
や
政
府
防
災
担
当
者
を
捜

査
す
る
、
と
い
う
も
の
だ
。

死
者
三
○
九
名
を
出
し
た
こ
の
地
震
は
数
カ
月
に
わ
た
る
前
震
を
と

も
な
っ
て
い
た
。
本
震
の
一
カ
月
前
の
三
月
上
旬
に
は
覇
独
自
に
予
知
情

霞
攝
蹴
駅

Ｉ
Ｊ
１
１
１
０
Ⅱ
■
ｒ
ｉ
１
０
１
Ｉ
ｆ
可
１
４
．
ｌ
Ｉ

ｆ
ｉ
ｌ
Ｕ

も
０

１
１
１
１
１
１
１
１
１

；3月11日､､地震前後の児童
曾たちの栂子（捉供：板揺区
弓立高島第一小学校） 地

震
の
科
学
の
未
来

ｌ
限
界
を
踏
ま
え
た
情
報
発
信
と
は

で
少
●
■
●
Ｏ
令
一
Ｐ
．
。
②

る
の
か
》
（
猟
幽
一
程
と
の
共
荷
、

大
木
聖
子
釧
罐
議
蕊
蕊
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報
論
。
著
害
に
愚
巨
大
地
愛
に
迫
る
ｌ
日
本
列
島
で
何
が
起
き
て
ぃ
農
学
。
著
書
に
『
理
科
年
謹

お
お
き
・
さ
と
こ
一
九
七
八
年
生
ま
れ
。
東
京
大
学
地
愛
研
究
所
広

報
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
室
助
教
。
博
士
（
理
学
）
。
専
門
は
地
震
学
、
災
害
情

関
係
者
の
話
で
は
、
火
災
は
津
波
の
第
一
波
が
襲
っ
た
三
月
三
日
茎
遥

婁
三
菫
○
薑
、
最
初
に
塁
さ
れ
た
。
津
毫
學
状
に
固
ま
少

嬢
Ⅷ
蛎
撫
鑛
繩
鰕
漂
鰯
弛
躍
濡
鮭
縣
騨

っ
た
。
火
災
は
や
が
て
陸
上
の
津
波
で
残
っ
た
家
屋
に
も
延
焼
し
て
、

筆
胤
融
盤
匿
帥
脈
峨
洲
厘
也
惟
却
却
酢
匿
棚
雑
症
皿
棚
肺
燗
鰔
州
凹
嶬
。
『

縫
潅
渉
嘘
騨
鵡
繩
噸
灘
灘
悸
儲
雛
湫
叩

中
心
に
二
・
五
手
口
平
方
メ
ー
ト
ル
を
焼
失
し
て
消
し
止
め
た
．
東
京
識

消
防
庁
の
消
防
車
も
支
援
に
駆
け
付
け
て
消
火
作
業
に
当
た
り
、
地
元

住
民
か
ら
感
謝
さ
れ
た
。

「
津
波
火
災
」
と
な
っ
た
今
回
の
巨
大
火
災
で
、
沿
岸
の
オ
イ
ル
タ

ン
ク
対
策
な
ど
「
津
波
火
災
」
対
策
が
改
め
て
論
議
さ
れ
て
い
る
。

「
津
波
火
災
」
防
止
に
向
け
て
、
首
都
圏
や
大
都
市
沿
岸
の
オ
イ
ル
タ

ン
ク
の
点
検
、
対
策
が
急
務
だ
。

報
を
発
表
す
る
人
が
複
数
名
現
れ
、
小
さ
な
街
で
は
混
乱
が
起
き
て
い

た
・
三
月
三
○
日
か
ら
は
地
震
活
動
が
更
に
活
発
化
し
て
、
一
連
の
前
震

で
は
最
大
規
模
で
あ
る
Ｍ
４
の
地
震
が
発
生
し
、
住
民
の
不
安
は
ピ
ー

ク
に
達
し
て
い
た
。
こ
れ
に
鑑
み
て
イ
タ
リ
ア
政
府
は
、
翌
三
一
日
に
政

府
諮
問
委
員
会
で
あ
る
大
災
害
委
員
会
を
ラ
ク
ィ
ラ
で
開
催
し
た
。

大
災
害
委
員
会
は
、
災
害
の
種
類
に
応
じ
た
専
門
家
が
政
府
か
ら
招

集
さ
れ
、
必
要
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
組
織
で
、
大
学
や
研
究
機
関
な

ど
か
ら
の
専
門
家
一
○
名
程
度
か
ら
な
る
。
こ
の
委
員
会
に
は
国
民
保

護
省
の
防
災
担
当
者
二
名
が
出
席
し
、
こ
こ
で
の
意
見
を
踏
ま
え
て
適

切
な
対
策
を
講
じ
る
。
三
月
三
一
日
の
委
員
会
後
に
開
か
れ
た
記
者
会
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と
「
ど
の
く
ら
い
の
大
き
さ
」
に
つ
い
て
は
あ
る
程
度
わ
か
っ
て
い
る
、

と
我
々
は
思
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
地
震
は
、
地
域
ご
と
に
見
れ
ば
同

じ
く
ら
い
の
規
模
で
、
一
定
周
期
で
繰
り
返
さ
れ
る
と
い
う
前
提
に
立

ち
、
過
去
の
地
震
の
活
動
履
歴
を
集
め
る
こ
と
で
「
い
つ
」
以
外
の
予

測
を
実
現
し
よ
う
と
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
情
報
を
使
っ
て
、
場

所
ご
と
に
一
定
期
間
（
た
と
え
ば
三
○
年
間
）
で
の
地
震
の
発
生
確
率
を

地
域
ご
と
に
求
め
た
も
の
を
「
長
期
評
価
」
と
い
い
、
こ
れ
ら
対
象
地

域
の
う
ち
ど
こ
か
で
予
測
さ
れ
た
規
模
の
地
震
が
起
き
た
と
き
、
そ
れ

は
「
想
定
し
て
い
た
地
震
」
と
な
る
。
こ
れ
ら
は
文
部
科
学
省
に
置
か

れ
た
地
震
調
査
研
究
推
進
本
部
か
ら
公
表
さ
れ
、
毎
年
更
新
さ
れ
て
い

る
（
図
１
）
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
よ
っ
て
地
震
学
の
あ
り
方
が
問
わ

れ
た
と
き
、
こ
う
い
っ
た
情
報
が
防
災
対
策
を
促
進
す
る
の
に
役
立
て

ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
始
め
ら
れ
た
も
の
だ
っ
た
。

図
２
三
六
八
頁
）
は
東
北
地
方
太
平
洋
側
の
沖
合
で
の
地
震
に
関
す

る
長
期
評
価
結
果
で
あ
る
。
「
ど
こ
で
」
に
は
三
陸
沖
か
ら
房
総
沖
の

海
溝
寄
り
・
三
陸
沖
北
部
・
三
陸
沖
中
部
。
宮
城
県
沖
・
三
陸
沖
南
部

海
溝
寄
り
・
福
島
県
沖
・
茨
城
県
沖
の
大
き
く
七
つ
の
対
象
地
域
が
、

「
ど
の
く
ら
い
の
大
き
さ
」
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
に
Ｍ
６
．
７

か
ら
８
．
２
ま
で
の
規
模
が
予
測
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
対

象
地
域
に
つ
い
て
、
過
去
の
地
震
活
動
を
も
と
に
算
出
し
た
今
後
三
○

年
間
で
の
地
震
の
発
生
確
率
が
長
期
評
価
結
果
で
あ
る
．

宮
城
県
沖
で
の
地
震
に
つ
い
て
は
、
二
つ
の
パ
タ
ー
ン
が
想
定
さ
れ

て
い
た
。
単
独
で
起
き
る
場
合
と
、
連
動
し
て
起
き
る
場
合
で
あ
る
。

図1海溝型地震の長期評価（地震調査研究推進本部、『超巨大地震に迫る』NHK出版新書138頁より）

｜
｜

「
連
動
」
と
は
、
二
つ
以
上
の
震
源
域
が
ほ
ぼ
同
時
に
破
壊
を
起
こ
す

こ
と
で
、
過
去
に
は
西
日
本
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
境
界
（
南
海

ト
ラ
フ
）
に
お
い
て
も
発
生
し
て
い
る
．

宮
城
県
沖
で
の
過
去
の
地
震
活
動
に
つ
い
て
、
二
○
○
○
年
に
文
部

科
学
省
の
地
震
調
査
研
究
推
進
本
部
か
ら
公
表
さ
れ
た
評
価
文
で
は
、

平
均
活
動
間
隔
は
三
七
・
一
年
、
最
新
の
活
動
は
一
九
七
八
年
六
月
一

二
日
で
あ
る
こ
と
か
ら
二
○
○
一
年
時
点
で
平
均
活
動
間
隔
の
六
一
％

に
達
す
る
こ
と
、
地
震
の
規
模
は
通
常
は
Ｍ
７
．
３
～
７
．
５
の
範
囲
で

あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
連
動
す
る
場
合
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ

て
お
り
、
一
七
九
三
年
の
地
震
に
つ
い
て
は
宮
城
県
沖
と
三
陸
沖
南
部

海
溝
寄
り
が
連
動
し
た
た
め
、
一
連
の
宮
城
県
沖
地
震
よ
り
も
規
模
が

大
き
く
、
Ｍ
８
．
０
程
度
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
う

け
て
二
○
○
○
年
時
点
で
の
長
期
評
価
で
は
、
二
○
二
○
年
ま
で
に
宮

城
県
沖
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
．
５
～
８
．
０
程
度
の
地
震
が
発
生
す
る

と
想
定
さ
れ
て
い
た
。

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
は
、
三
陸
沖
中
部
か
ら
茨
城
県
沖
に
わ
た

る
巨
大
な
震
源
域
で
破
壊
を
起
こ
し
た
Ｍ
９
ｏ
０
の
地
震
で
あ
る
。
地

震
調
査
研
究
推
進
本
部
が
想
定
し
た
小
さ
な
六
つ
の
領
域
で
の
個
別
の

地
震
と
し
て
は
起
き
な
か
っ
た
し
、
宮
城
県
沖
の
小
さ
な
二
つ
の
連
動

と
し
て
も
起
き
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
政
府
が
想
定
し
て
い
た
そ
れ
ぞ

れ
の
領
域
で
起
き
る
地
震
の
規
模
は
、
最
大
で
も
Ｍ
８
．
２
し
か
な
く
、

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
の
Ｍ
９
．
０
に
遠
く
及
ば
な
い
。

仮
に
震
源
域
が
こ
れ
だ
け
広
大
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
想
定
で
き
て
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相模トラフ沿い
(大正型関東地震）
M7.9程度

ほぼ0％～2％
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い
た
と
し
て
、
六
つ
の
領
域
に
想
定
さ
れ
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
か
ら
全

体
の
震
源
域
の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
を
計
算
し
て
み
る
と
、
Ｍ
８
．
３
に

し
か
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
は
、
そ
の
場
所

も
規
模
も
ま
っ
た
く
想
定
で
き
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

な
ぜ
Ｍ
９
．
０
の
超
巨
大
地
震
を
、
地
震
の
科
学
は
想
定
で
き
な
か

っ
た
の
か
。
も
っ
と
も
単
純
な
答
え
は
、
過
去
に
東
北
地
方
で
起
き
た

こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
科
学
に
よ
っ
て
未
来

が
予
測
で
き
る
の
は
、
そ
の
現
象
の
背
景
に
あ
る
何
ら
か
の
法
則
が
得

ら
れ
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
こ
れ
が
な
い
場
合
、
あ
る
い
は
そ
の
法
則

を
ま
ず
は
模
索
し
よ
う
と
し
た
場
合
は
、
過
去
を
参
照
し
、
次
に
、
実

験
な
ど
で
そ
の
法
則
を
検
証
す
る
。
地
震
の
科
学
は
、
法
則
を
模
索
し

て
い
る
段
階
で
あ
る
こ
と
は
一
言
つ
ま
で
も
な
い
。

地
震
を
定
量
的
に
記
録
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
た
か
だ
か
こ

の
一
○
○
年
で
あ
る
。
一
方
で
、
ひ
と
つ
の
地
震
の
平
均
的
な
活
動
周
期

は
短
く
て
も
数
十
年
、
長
い
場
合
は
数
万
年
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
地

震
の
活
動
履
歴
を
知
る
に
は
、
古
文
書
は
も
ち
ろ
ん
、
津
波
堆
積
物
の
調

査
や
、
活
断
層
で
の
ト
レ
ン
チ
調
査
な
ど
地
質
学
的
調
査
も
活
用
す
る
。

宮
城
県
沖
地
震
は
再
来
周
期
が
短
く
、
最
も
よ
く
過
去
の
履
歴
が
わ

か
っ
て
い
た
地
震
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
。
過
去
の
記
録
か
ら
わ
か
っ
て
い

た
こ
と
は
、
Ｍ
７
ク
ラ
ス
の
地
震
を
数
十
年
周
期
で
繰
り
返
す
と
い
う

知
見
で
あ
り
、
長
期
評
価
で
は
こ
れ
を
反
映
し
て
、
Ｍ
７
．
５
程
度
の

地
震
が
今
後
三
○
年
間
に
発
生
す
る
確
率
は
九
九
％
と
発
表
し
て
い
た
。

し
か
し
、
Ｍ
９
ク
ラ
ス
の
超
巨
大
地
震
が
起
き
る
可
能
性
が
あ
る
と
い

図2東北地方の長期評価結果（地震調査研究推進本部、『超巨大地震に迫る』NHK出版新書51頁より）
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囎今
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I
30年間での
発生確率

対象地域 規模 平均活動間隔

133.3年程度
(530年程度>事

*()は轄定海域での値

う
こ
と
は
、
ま
っ
た
く
予
測
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
こ
に
、
現
段
階

で
の
地
震
の
科
学
の
限
界
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
現
象
が
複
雑
系
で

決
定
論
的
な
理
解
が
困
難
な
こ
と
、
実
験
で
再
現
す
る
こ
と
が
不
可
能

で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
現
象
の
発
生
頻
度
が
著
し
く
低
く
デ
ー
タ
の
蓄

諏
が
ま
ま
な
ら
な
い
こ
と
。
地
震
発
生
の
「
い
つ
」
ど
こ
ろ
か
、
「
ど

こ
で
」
「
ど
の
く
ら
い
の
大
き
さ
」
と
い
っ
た
情
報
す
ら
、
依
然
と
し
て

大
き
な
不
確
定
さ
が
伴
う
こ
と
が
、
今
回
の
地
震
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。

●
●
ｄ
令垂

原
発
事
故
と
科
学
の
限
界

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
と
い
う
自
然
現
象
と
そ
の
津
波
災
害
に
現

れ
た
科
学
の
限
界
に
つ
い
て
は
前
節
で
詳
し
く
述
べ
た
。
こ
こ
で
は
、

こ
の
自
然
現
象
の
も
う
ひ
と
つ
の
帰
結
と
し
て
発
生
し
て
し
ま
っ
た
福

島
第
一
原
子
力
発
電
所
（
以
下
、
福
島
第
一
原
発
）
の
事
故
に
つ
い
て
も
、

地
震
の
科
学
の
限
界
と
い
う
観
点
か
ら
考
察
し
た
い
。

事
故
の
事
実
関
係
は
お
お
よ
そ
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
三
月
二

日
一
四
時
四
六
分
の
地
震
発
生
に
伴
う
強
い
揺
れ
（
最
大
加
速
度
五
五
○

ガ
ル
）
を
観
測
し
た
こ
と
に
よ
り
、
全
六
機
の
原
子
炉
の
う
ち
定
期
検

査
中
だ
っ
た
四
～
六
号
機
を
除
い
た
一
～
三
号
機
が
自
動
停
止
し
た
。

ま
た
同
じ
強
い
揺
れ
に
よ
り
、
福
島
第
一
原
発
と
東
京
電
力
（
以
下
、

東
電
）
の
新
福
島
変
電
所
の
構
内
設
備
お
よ
び
両
者
の
間
の
送
電
設
備

が
、
送
電
線
・
鉄
塔
・
受
電
用
遮
断
器
・
断
路
器
な
ど
に
お
い
て
被
災
。

東
北
電
力
と
の
間
の
東
電
原
子
力
線
に
も
不
具
合
が
発
生
し
て
、
福
島
・

第
一
原
発
は
す
べ
て
の
外
部
電
源
を
失
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
に
伴
っ

Mt8.2前後
(Mtは漣波の
高さから求める
地震の規摸） Ｉ

Ｉ
Ｉ
Ｉ

20％程度
(6%程度)拳

津波地震

一

正断層型

三陸沖から

房総沖の
海溝寄り

4％～7％

(1％～2％)室
8.2前後
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野
か
ら
常
磐
海
岸
ま
で
大
津
波
を
も
た
ら
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る

貞
観
地
震
（
に
よ
る
地
震
動
）
を
考
慮
し
な
い
の
は
お
か
し
い
と
い
う
も

の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
関
す
る
議
論
の
最
後
に
、
事
務
局
（
保
安
院
）

が
、
津
波
に
関
し
て
は
貞
観
地
震
も
踏
ま
え
た
検
討
結
果
が
最
終
報
告

で
出
て
く
る
と
思
う
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
最
終
報
告
は
つ
い
に

出
る
こ
と
な
く
大
津
波
に
襲
わ
れ
た
」
。

な
お
、
最
後
の
部
分
は
「
最
終
報
告
が
出
る
前
に
大
津
波
に
襲
わ
れ

た
」
が
正
し
い
。
ま
た
、
原
文
の
「
Ｏ
委
員
」
は
「
世
界
」
七
月
号
掲

載
の
ロ
バ
ー
ト
。
ゲ
ラ
ー
氏
の
記
事
に
よ
れ
ば
岡
村
委
員
で
あ
る
。

そ
の
後
の
経
過
を
こ
の
ゲ
ラ
ー
氏
の
記
事
か
ら
引
用
す
る
と
、
「
東

電
が
三
三
回
会
合
（
引
用
者
注
》
上
記
の
合
同
Ｗ
が
三
二
回
会
合
）
で
用
意
し

た
プ
レ
ゼ
ン
の
ス
ラ
イ
ド
を
読
む
と
、
さ
ら
な
る
シ
ョ
ッ
ク
を
禁
じ
え

な
い
。
彼
ら
は
専
門
的
観
点
か
ら
貞
観
の
よ
う
な
大
地
震
が
発
生
し
た

場
合
の
地
震
動
を
見
積
も
り
、
安
全
基
準
を
下
回
る
と
論
じ
た
。
し
か

し
、
大
き
な
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
当
然
な
が
ら
大
き
な
津
波
も
沿

岸
を
襲
う
。
東
電
は
貞
観
ク
ラ
ス
の
地
震
に
伴
う
津
波
に
関
し
て
も
考

慮
す
る
べ
き
だ
っ
た
が
、
一
言
も
触
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
重
大
な
見

落
と
し
だ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
残
念
な
が
ら
岡
村
委
員
の
指

摘
に
対
し
て
、
東
電
や
政
府
は
特
に
Ｍ
９
規
模
地
震
が
東
日
本
の
沖
合

で
起
き
る
可
能
性
を
想
定
す
る
こ
と
も
、
地
震
。
津
波
対
策
を
見
直
す

こ
と
も
な
か
っ
た
」
。

核
心
部
だ
け
の
引
用
で
わ
か
り
づ
ら
か
っ
た
と
思
う
が
、
こ
れ
ら
の

経
過
説
明
の
ベ
ー
ス
に
は
、
巷
間
言
わ
れ
る
よ
う
に
Ｍ
９
．
０
の
東
北

て
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
が
自
動
起
動
し
、
一
～
三
号
機
の
冷
温

停
止
に
必
要
な
機
能
及
び
一
～
六
号
機
の
使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
の
冷
却

機
能
は
保
持
さ
れ
た
。

同
日
一
五
時
二
七
分
頃
に
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
る
大
津
波

第
一
波
が
、
そ
し
て
一
五
時
三
五
分
頃
に
一
段
と
大
き
い
第
二
波
が
襲

来
し
た
。
こ
れ
ら
大
津
波
に
よ
り
六
号
機
を
除
い
て
、
稼
働
中
の
非
常

用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
及
び
、
外
部
電
源
や
非
常
用
電
源
の
電
力
を
各

機
器
に
供
給
す
る
電
源
盤
が
海
水
に
浸
か
っ
て
機
能
を
停
止
し
て
し
ま

い
、
全
電
源
喪
失
の
状
態
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
五
号
機
は
六
号
機
か

ら
電
力
供
給
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
電
源
ケ
ー
ブ
ル
が
仮
設
さ
れ
た
た

め
、
全
電
源
喪
失
は
一
～
四
号
機
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
ら
四
機
は
原
子

炉
や
使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
が
冷
却
不
能
に
陥
り
、
急
激
な
温
度
上
昇
が

起
こ
っ
た
。
そ
の
た
め
発
生
し
た
水
素
ガ
ス
な
ど
に
よ
り
、
三
月
一
二

日
か
ら
一
五
日
に
か
け
て
各
号
機
に
爆
発
が
起
こ
る
と
と
も
に
、
原
子

炉
の
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
も
起
き
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
大
量
の

放
射
性
物
質
が
大
気
中
な
ど
に
放
出
さ
れ
、
大
規
模
な
放
射
能
汚
染
を

伴
う
原
発
事
故
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
‐

上
記
の
事
実
関
係
に
基
づ
い
て
事
故
の
原
因
を
要
約
す
れ
ば
、
強
い

揺
れ
に
よ
る
被
災
で
起
き
た
外
部
電
源
の
喪
失
と
、
大
津
波
に
よ
る
被

水
で
起
き
た
非
常
用
電
源
の
喪
失
の
ふ
た
つ
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
と
こ

ろ
が
、
前
者
で
被
災
し
た
変
電
所
、
送
電
線
、
送
電
鉄
塔
な
ど
は
、
地

震
後
の
四
月
一
五
日
に
後
追
い
で
「
原
子
力
発
電
所
及
び
再
処
理
施
設

の
外
部
電
源
の
信
頼
性
確
保
に
つ
い
て
」
と
い
う
指
示
す
塞
冒
を
原
子
力

＆
■
ｑ
８
Ｕ
ｌ
■
■
■
■
１
日
預
函
Ｉ
Ｅ
・
１
０
１
，
１
Ｗ
３
１
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Ｈ
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‐
・
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Ｉ
ｌ
Ｑ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
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地
方
太
平
洋
沖
地
震
は
一
○
○
○
年
に
一
度
の
地
震
で
、
そ
の
一
回
前

の
地
震
が
八
六
九
年
の
貞
観
地
震
で
あ
る
と
の
考
え
方
が
、
科
学
者
の

間
で
定
着
し
つ
つ
あ
っ
た
と
い
う
認
識
が
あ
る
。
こ
の
貞
観
地
震
を
想

定
地
震
の
一
つ
と
し
て
取
り
入
れ
て
津
波
を
計
算
し
、
そ
の
結
果
に
福

島
第
一
原
発
が
耐
え
る
よ
う
な
対
策
を
し
て
い
れ
ば
今
回
の
原
発
事
故

は
あ
り
得
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
石
橋
氏
や
ゲ
ラ
ー
氏
の
論
調
で
あ
る
。

し
か
し
、
「
貞
観
地
震
が
Ｍ
９
．
０
の
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
の
一
回

前
の
超
巨
大
地
震
で
あ
る
」
と
い
う
考
え
方
に
は
、
重
大
な
科
学
の
限

界
が
含
ま
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
も
っ
と
も
最
近
の
佐
竹
健
治
氏
や
行

５
．
６

谷
佑
一
氏
ら
に
よ
る
研
究
で
も
、
貞
観
地
震
に
与
え
ら
れ
た
Ｍ
は
８
．

４
に
過
ぎ
な
い
。
地
震
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
言
え
ば
東
北
地
方
太
平
洋
沖

地
震
の
わ
ず
か
八
分
の
一
な
の
で
あ
る
。

Ｍ
８
ｏ
４
の
規
模
し
か
な
い
と
、
図
３
（
二
七
二
頁
）
に
示
す
よ
う
に

貞
観
地
震
の
震
源
モ
デ
ル
は
か
な
り
沖
合
い
に
設
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、

東
電
が
「
地
震
動
（
揺
れ
）
を
見
積
も
り
、
安
全
基
準
を
下
回
る
と
論

じ
た
」
と
し
て
も
大
き
な
誤
り
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
津
波
に
関

し
て
は
バ
ッ
ク
チ
ェ
ッ
ク
に
よ
る
審
査
が
い
ま
だ
行
わ
れ
て
い
な
い
が
、

も
し
行
わ
れ
た
と
し
て
も
出
て
く
る
津
波
の
高
さ
は
、
東
北
地
方
太
平

洋
沖
地
震
の
際
に
福
島
第
一
原
発
で
観
測
さ
れ
た
浸
水
高
二
・
五
～

一
五
・
五
メ
ー
ト
ル
に
遠
く
及
ば
な
い
可
能
性
が
高
い
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
行
谷
氏
ら
が
貞
観
地
震
を
解
析
す
る
際
に
用
い
た
デ

う
け
ピ

ー
タ
の
中
に
、
福
島
第
一
原
発
の
近
く
の
浪
江
町
請
戸
地
区
に
お
い
て

津
波
堆
積
物
か
ら
推
定
さ
れ
た
遡
上
高
四
・
六
メ
ー
ト
ル
が
含
ま
れ
て

安
全
・
保
安
院
（
以
下
、
保
安
陸
が
出
し
て
い
た
こ
と
か
ら
考
え
て
、

こ
れ
ま
で
耐
震
安
全
性
の
審
査
が
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
れ
は
審
査
の
指
針
を
作
っ
た
原
子
力
安
全
委
員
会
（
以
下
、
原
安
委
）

と
審
査
を
運
用
し
て
い
る
保
安
院
の
論
外
の
ミ
ス
だ
と
思
わ
れ
る
の
で
、

こ
こ
で
は
後
者
の
耐
震
安
全
性
審
査
に
お
け
る
津
波
の
想
定
を
通
し
て

地
震
の
科
学
の
限
界
を
考
察
し
よ
う
。

福
島
第
一
原
発
に
関
す
る
も
っ
と
も
最
近
の
耐
震
安
全
性
審
査
は
二

○
○
八
年
か
ら
○
九
年
に
か
け
て
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
石
橋

克
彦
氏
が
「
世
界
」
の
本
年
五
月
号
で
要
領
よ
く
ま
と
め
て
い
る
の
で

引
用
す
る
。

「
○
六
年
九
月
に
保
安
院
は
前
述
の
改
訂
指
針
（
引
用
者
注
”
改
訂
さ
れ

た
耐
震
設
計
審
査
指
針
）
に
照
ら
し
た
既
設
原
発
の
耐
震
安
全
性
の
評

価
・
確
認
（
耐
震
バ
ッ
ク
チ
ェ
ッ
ク
）
を
各
電
力
会
社
に
求
め
た
。
東
電

は
○
八
年
三
月
、
福
島
第
一
原
発
五
号
機
お
よ
び
福
島
第
二
原
発
四
号

機
に
係
る
耐
震
バ
ッ
ク
チ
ェ
ッ
ク
の
中
間
報
垂
塁
胃
を
保
安
院
に
提
出
し

た
が
、
こ
の
中
に
は
、
改
訂
指
針
の
最
後
（
８
地
震
随
伴
事
象
に
対
す
る

讓
魑
に
書
か
れ
て
い
る
澤
波
は
当
初
か
ら
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。
津

波
に
つ
い
て
は
最
終
報
告
で
扱
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
問

題
の
審
議
会
綴
合
賓
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
原
子
力
安
全
・
保
安
部
会
の
耐
震
・

構
造
設
計
小
委
員
会
の
な
か
の
「
地
震
・
津
波
合
同
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
［
以
下
、

合
同
Ｗ
〕
）
も
、
も
ち
ろ
ん
そ
れ
を
大
前
提
と
し
て
議
論
し
て
い
た
。

○
九
年
六
月
二
四
日
の
合
同
Ｗ
に
お
け
る
Ｏ
委
員
の
発
言
は
、
耐
震

設
計
の
基
準
と
す
る
地
震
動
（
揺
れ
）
の
策
定
に
あ
た
っ
て
、
仙
台
平

ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

’
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な
委
員
を
過
酷
な
状
況
に
追
い
込
ん
で
辞
任
さ
せ
て
し
ま
っ
た
ら
、
こ

の
国
の
安
全
は
一
体
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
か
。

１
胃
名
姜
菖
ミ
・
自
冨
・
目
昌
・
悪
．
｝
叉
の
貝
昌
壱
呉
皇
５
鼻
○
百
込
思
Ｓ
Ｓ
Ｉ
馬
・
ロ
烏

２
ケ
寓
喧
函
三
毛
室
二
言
。
閏
再
⑦
昌
函
○
・
壱
与
恩
路
く
い
。
］
］
ご
這
い
ロ
房
胃
◎
心
］
皿
。
』
戸
画
○
一
岸
ロ
心
』
い
つ
匡
Ｉ
瞳
。
や
」
雨

３
石
橋
克
彦
、
「
世
露
ざ
５
月
号
、
届
２
題
言
白
二

４
ロ
バ
ー
ト
・
ゲ
ラ
ー
、
「
世
界
」
７
月
号
、
副
‐
９
（
ｇ
ｇ
．

５
佐
竹
健
治
・
行
谷
佑
一
・
山
木
滋
、
活
断
層
・
古
地
震
研
究
報
告
、
ｚ
竪
鍾
蝉
菖

１
ｍ
や
（
檀
つ
つ
函
）
。

６
行
谷
佑
一
・
佐
竹
健
治
・
山
木
滋
、
活
断
層
・
古
地
震
研
究
報
告
、
Ｚ
。
．
ご
鹿

Ｉ
い
目
（
い
●
一
つ
）
。

７
０
㈱
農
画
面
．
輿
佳
．
』
ｚ
異
胃
鹿
忠
酬
い
国
土
試
宿
三
二
．

限
界
を
踏
ま
え
た
情
報
発
信
の
あ
り
方

二
節
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
地
震
と
い
う
現
象
は
篠
雛
流
で
塗
疋

諭
的
な
理
解
が
困
難
な
上
に
、
実
験
で
再
現
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
さ
ら

に
発
生
頻
度
が
著
し
く
低
い
た
め
デ
ー
タ
に
乏
し
い
と
い
う
三
重
苦
に

あ
る
。
地
震
研
究
が
進
め
ば
進
む
ほ
ど
、
地
震
が
、
い
つ
・
ど
こ
で
・
ど

の
く
ら
い
の
大
き
さ
で
発
生
す
る
か
を
定
量
的
に
予
測
す
る
こ
と
の
難

し
さ
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
こ
う
い
っ
た
地
震
の
科
学
の
限
界
は
、

地
震
予
知
研
究
の
達
成
度
が
低
い
こ
と
に
端
的
に
現
れ
て
い
る
。

地
震
予
知
が
困
難
で
あ
る
こ
と
は
、
地
震
の
科
学
に
携
わ
る
者
の
ほ

と
ん
ど
が
認
め
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
先
人
た
ち
の
多
く
は
そ
れ

を
積
極
的
に
伝
え
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
地
震
予
知
こ
そ

が
防
災
や
減
災
へ
の
極
め
て
重
大
な
要
素
だ
と
主
張
し
て
き
た
。
加
え

て
、
日
本
人
は
科
学
と
い
う
も
の
に
絶
対
的
な
信
頼
を
寄
せ
る
よ
う
な

い
る
か
ら
で
あ
る
。
内
陸
ま
で
遡
っ
た
遡
上
高
と
祷
密
房
付
近
の
浸
水
高

は
当
然
異
な
る
が
、
彼
ら
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果
を
も
っ
て
海
岸

付
近
の
浸
水
高
に
変
換
し
て
も
六
・
五
メ
ー
ト
ル
程
度
に
し
か
な
ら
な

い
。
｝
夙
値
は
東
電
に
よ
っ
て
こ
れ
ま
で
想
定
さ
れ
て
い
た
津
波
の
高

さ
五
・
七
メ
ー
ト
ル
に
近
く
、
原
発
敷
地
の
高
さ
一
○
メ
ー
ト
ル
に
は

及
ば
な
い
も
の
で
あ
る
。

最
新
の
研
究
で
八
六
九
年
に
か
な
り
大
き
な
津
波
を
伴
っ
た
巨
大
地

震
が
発
生
し
た
と
解
明
さ
れ
た
こ
と
と
、
そ
れ
を
原
発
審
査
の
場
で
岡

村
委
員
が
指
摘
し
た
こ
と
は
、
科
学
の
希
望
あ
る
側
面
を
表
し
て
い
る

と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
地
震
の
Ｍ
が
や
や
小
さ
く
、

図S東北地方太平洋沖地震の震源域7(網掛け部分）
と貞観地震の震源モデル5,6.点線の区域は長期評価
の対象地域(前節参照)．
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教
育
を
受
け
て
き
て
い
る
の
で
、
地
震
の
科
学
が
予
知
を
実
現
し
て
く

れ
る
と
信
じ
込
ん
で
し
ま
う
の
は
自
然
な
流
れ
で
あ
る
。

二
○
二
年
五
月
に
菅
直
人
首
相
（
当
時
）
が
、
中
部
電
力
浜
岡
原

子
力
発
電
所
の
一
時
停
止
を
命
じ
た
。
で
は
こ
れ
以
外
の
原
発
は
安
全

な
の
か
、
と
い
う
議
論
に
答
え
て
、
仙
谷
由
人
官
房
副
長
官
（
当
時
）

は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
日
曜
討
論
」
で
「
現
時
点
で
は
三
○
年
以
内
に
大
き
な

地
震
が
起
き
る
確
率
が
低
い
と
こ
ろ
が
ほ
と
ん
ど
だ
。
特
に
、
日
本
海

側
な
ど
の
原
発
は
ま
ず
心
配
な
い
と
い
う
結
論
が
科
学
的
に
も
出
て
お

り
」
と
発
言
し
て
い
て
驚
い
た
。
科
学
は
そ
の
限
界
か
ら
、
「
ま
ず
心

配
な
い
」
な
ど
と
い
う
決
定
論
的
な
結
論
を
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

な
ぜ
、
政
治
的
判
断
で
他
の
原
発
は
停
止
し
な
い
、
と
言
え
な
い
の
か
。

な
ぜ
、
政
治
家
が
科
学
の
世
界
に
逃
げ
込
む
の
か
。

二
○
○
六
年
か
ら
の
第
三
期
科
学
技
術
基
本
計
画
に
よ
っ
て
、
国
民

に
科
学
に
親
し
ん
で
も
ら
う
活
動
で
あ
る
「
科
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」
が
始
ま
っ
た
。
大
学
や
博
物
館
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
主
催
で
、
サ
イ

エ
ン
ス
カ
フ
ェ
や
講
演
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
各
地
で
催
さ
れ
、
サ
イ

エ
ン
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
と
呼
ば
れ
る
人
々
が
活
躍
し
て
い
る
。
し
か

し
筆
者
は
、
科
学
を
好
む
者
が
科
学
の
素
晴
ら
し
さ
ば
か
り
を
伝
え
る

活
動
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
科
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
、
違
和

感
を
覚
え
て
い
る
。
少
な
く
と
も
災
害
科
学
や
医
療
、
食
の
安
全
な
ど

に
つ
い
て
は
、
科
学
を
よ
く
知
る
者
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
、
科
学
の
限

界
を
伝
え
る
活
動
と
な
る
べ
き
だ
ろ
う
。

か
つ
て
は
不
治
の
病
だ
っ
た
病
気
で
も
今
で
は
治
癒
で
き
る
も
の
が

っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
上
回
る
よ
う
な
現
象
が
起
こ
る
国
だ
と

わ
か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
考
え
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
起
こ
る
す

べ
て
の
現
象
に
備
え
ら
れ
る
よ
う
な
原
発
は
造
れ
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

な
お
、
バ
ッ
ク
チ
ェ
ッ
ク
の
津
波
審
査
が
い
ま
だ
始
ま
っ
て
い
な
い

こ
と
に
関
し
て
、
委
員
で
あ
る
専
門
家
を
責
め
る
向
き
も
あ
る
が
、
そ

れ
は
あ
ま
り
に
酷
な
仕
打
ち
だ
ろ
う
。
原
発
の
耐
震
安
全
性
審
査
は
保

安
院
の
権
限
で
行
わ
れ
、
必
要
に
応
じ
て
招
集
さ
れ
る
合
同
Ｗ
の
意
見

は
「
審
査
の
参
考
」
と
い
う
位
置
付
け
で
あ
る
。
こ
の
位
置
付
け
の
中

で
委
員
は
全
力
を
尽
く
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
津
波
審
査
が
始
ま
ら
な

い
の
は
保
安
院
の
責
任
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
原
発
全
機
廃
止
に
な
っ
た

と
し
て
も
、
そ
の
廃
止
作
業
は
数
十
年
続
く
の
で
あ
る
の
に
、
良
心
的

原
発
サ
イ
ト
で
の
津
波
が
、
実
は
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
の
津

波
を
下
回
る
と
わ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
、
科
学
の
限
界
を

表
し
て
い
る
と
筆
者
は
考
え
る
。
こ
う
し
た
考
え
に
地
震
後
四
カ

月
半
で
よ
う
や
く
至
り
、
原
発
の
耐
震
安
全
性
を
科
学
的
知
見
か

ら
だ
け
で
判
断
す
る
こ
と
の
困
難
さ
を
悟
っ
て
、
筆
者
の
ひ
と
り

は
合
同
Ｗ
の
主
査
を
辞
任
し
た
。

辞
任
し
て
か
ら
改
め
て
原
発
審
査
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
科

学
的
に
正
し
い
耐
震
安
全
性
が
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
と
い
う
信
念

の
下
、
自
分
で
は
努
力
し
た
つ
も
り
だ
っ
た
。
し
か
し
、
科
学
の

方
に
限
界
が
あ
っ
て
、
こ
う
し
た
信
念
も
空
回
り
し
て
し
ま
っ
た

と
い
う
の
が
正
直
な
実
感
で
あ
る
。
今
回
の
原
発
事
故
の
最
大
の

教
訓
は
、
ど
ん
な
に
一
生
懸
命
、
科
学
的
な
耐
震
性
の
評
価
を
行

１
．
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｜’多
く
あ
る
。
地
震
予
知
も
こ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
数
千
年
、
数
万
年
先

に
は
可
能
に
な
る
だ
ろ
う
し
、
そ
の
た
め
に
今
、
我
々
が
希
望
を
つ
な

ぐ
営
み
も
必
要
だ
ろ
う
。
し
か
し
現
段
階
で
は
不
治
の
病
で
あ
る
地
震

予
知
に
対
し
て
不
必
要
な
期
待
を
抱
か
せ
る
こ
と
で
、
地
震
予
知
研
究

の
現
世
で
の
存
在
意
義
を
強
調
し
て
き
た
の
は
、
先
人
た
ち
や
予
算
獲

得
に
加
担
し
て
き
た
官
僚
た
ち
の
大
き
な
過
ち
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、

国
民
に
地
震
予
知
へ
の
過
剰
な
期
待
を
抱
か
せ
て
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

個
人
や
学
校
で
の
地
震
防
災
対
策
が
な
え
っ
て
抑
制
さ
れ
、
ま
た
、
自

治
体
で
の
対
策
を
い
び
つ
な
形
に
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
だ
。

た
と
え
ば
東
京
都
内
の
学
校
で
は
、
東
海
地
震
が
予
知
さ
れ
る
こ
と

が
前
提
と
な
っ
た
地
震
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
児
童

の
引
き
渡
し
は
予
知
情
報
に
基
づ
き
、
地
震
が
発
生
す
る
前
に
電
話
連

絡
網
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
る
と
い
う
非
現
実
的
な
設
定
に
な
っ
て
い
る
。

三
月
二
日
に
通
信
網
が
途
絶
え
て
、
引
き
渡
し
に
大
き
な
混
乱
が
生

じ
た
の
も
無
理
も
な
い
。
そ
も
そ
も
、
た
と
え
正
確
な
地
震
予
知
が
で

き
た
と
し
て
も
、
住
宅
を
強
く
す
る
こ
と
や
、
家
具
を
留
め
る
こ
と
と

い
っ
た
基
本
的
な
防
災
対
策
は
、
地
震
後
に
生
活
を
続
け
る
た
め
に
不

可
欠
で
あ
る
。
日
本
で
暮
ら
し
て
い
く
限
り
、
予
知
が
で
き
て
も
で
き

な
く
て
も
、
防
災
対
策
は
必
要
な
の
だ
。
地
震
の
科
学
の
限
界
を
伝
え

て
、
対
策
を
と
っ
て
も
ら
う
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
す
る
こ
と
の
方
が
、

は
る
か
に
防
災
に
か
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
た
び
の
震
災
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ

の
日
学
校
に
来
て
い
た
釜
石
市
内
の
小
中
学
生
約
三
○
○
○
名
の
全
員

の
だ
。
す
る
と
、
実
際
に
地
震
が
起
き
た
時
に
報
知
音
が
鳴
ら
な
い
こ

と
が
あ
っ
て
も
、
地
震
発
生
時
の
最
初
の
小
さ
な
揺
れ
で
あ
る
Ｐ
波
そ

の
も
の
を
合
図
と
と
ら
え
、
避
難
行
動
が
と
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

筆
者
は
、
授
業
の
簸
初
に
緊
急
地
震
速
報
の
し
く
み
を
伝
え
る
こ
と

は
し
な
い
。
生
き
延
び
る
た
め
に
必
要
な
の
は
、
先
生
の
判
断
を
待
た

ず
に
的
確
な
避
難
行
動
を
起
こ
す
力
で
あ
る
。
何
度
か
の
訓
練
の
後
、

六
年
生
に
は
仕
組
み
を
伝
え
る
実
験
授
業
を
行
う
が
、
そ
の
場
合
も
、

震
源
が
近
か
っ
た
場
合
に
は
緊
急
地
震
速
報
は
間
に
合
わ
な
い
と
い
う

限
界
を
伝
え
る
工
夫
を
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
住
宅
を
強
く
す

る
、
家
具
を
留
め
る
と
い
っ
た
平
時
の
碓
叩
兄
を
促
す
。

三
月
二
日
、
高
一
小
の
六
年
生
は
体
育
館
で
卒
業
式
の
呼
び
か
け

の
練
習
を
行
っ
て
い
た
。
呼
び
か
け
の
途
中
で
、
揺
れ
に
気
づ
い
た
先

生
が
、
「
ス
ト
ッ
プ
。
頭
。
椅
子
の
下
」
と
叫
ぶ
と
、
そ
れ
を
合
図
に

子
供
た
ち
は
直
ち
に
体
育
館
に
並
べ
て
あ
る
パ
イ
プ
椅
子
の
下
に
頭
を

入
れ
た
（
二
六
三
頁
写
真
）
。
椅
子
の
足
を
し
っ
か
り
と
掴
ん
で
、
頭
を

そ
の
下
に
入
れ
た
状
態
の
ま
ま
、
混
乱
を
起
こ
す
こ
と
な
く
、
子
供
た

ち
は
三
分
間
に
わ
た
る
あ
の
揺
れ
を
耐
え
た
。

こ
の
訓
練
は
、
震
災
後
に
文
部
科
学
省
の
定
め
た
「
主
体
的
に
行
動

す
る
態
度
を
育
成
す
る
防
災
謹
冨
の
例
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
こ
の
訓
練
の
実
施
を
さ
っ
そ
く
義
務
化
し
た
自
治
体
も
あ
る
。

こ
の
た
び
の
震
災
で
は
、
津
波
の
恐
ろ
し
さ
を
十
分
に
理
解
し
て
い

た
地
域
で
あ
っ
て
も
甚
大
な
被
害
と
な
っ
た
。
実
際
の
駕
舷
高
さ
が
予
測

を
大
き
く
上
回
っ
て
い
た
こ
と
や
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
。
フ
の
想
定
浸
水
域

｜＊

が
無
事
に
避
難
し
た
こ
と
を
ご
存
知
の
方
も
多
い
だ
ろ
う
。
地
震
の
当

日
、
被
害
の
大
き
か
っ
た
鵜
住
居
地
区
で
は
、
釜
石
東
中
学
校
と
鵜
住

居
小
学
校
の
生
徒
ら
が
、
一
時
避
難
場
所
へ
の
避
難
終
了
後
に
機
転
を

利
か
せ
て
、
さ
ら
に
高
台
ま
で
移
動
し
た
．
す
べ
て
の
生
徒
が
移
動
し

た
の
ち
、
一
時
避
難
場
所
は
津
波
に
の
ま
れ
た
。
詳
細
は
群
馬
大
学
広

域
首
都
圏
防
災
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
詳
し
い
の
で
是
非

ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。
釜
石
市
教
育
委
員
会
は
群
馬
大
学
の
片
田
敏
孝

教
授
と
と
も
に
、
七
年
前
か
ら
津
波
防
災
教
育
を
実
施
し
て
い
た
。
片

田
教
授
は
授
業
の
最
初
に
、
「
想
定
に
と
ら
わ
れ
る
な
」
と
教
え
る
。

「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
信
じ
る
な
、
最
善
を
尽
く
せ
」
と
。
地
震
の
科

学
の
限
界
が
想
定
な
ど
の
限
界
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
た

教
育
が
、
小
中
学
生
を
一
人
残
ら
ず
救
っ
た
の
だ
。

地
震
の
科
学
の
限
界
を
正
し
く
伝
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
被
害
を
軽
減

し
た
例
を
も
う
ひ
と
つ
挙
げ
た
い
。
筆
者
は
、
震
災
が
起
き
る
三
年
前

か
ら
、
板
橋
区
立
高
島
第
一
小
学
校
（
以
下
、
高
一
小
）
を
モ
デ
ル
校
と

し
て
地
震
防
災
教
育
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
そ
の
ひ
と
つ
、
避
難
訓
練

の
事
例
を
こ
こ
に
紹
介
す
る
。
年
に
数
回
実
施
さ
れ
る
避
難
訓
練
は
、

今
も
多
く
の
学
校
で
、
教
員
に
よ
る
放
送
に
よ
っ
て
机
の
下
に
も
ぐ
る

と
い
う
形
式
で
行
わ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
．
高
一
小
で
は
こ
れ
を
改
め
、

ひ
と
り
に
ひ
と
つ
机
の
な
い
特
別
教
室
や
、
掃
除
の
時
間
や
休
み
時
間

な
ど
の
状
況
下
で
、
緊
急
地
震
速
報
の
報
知
音
を
流
す
と
い
う
訓
練
に

切
り
替
え
た
。
つ
ま
り
、
何
ら
か
の
合
図
を
契
機
と
し
て
、
そ
の
場
の

状
況
に
応
じ
て
自
ら
の
身
の
安
全
を
確
保
す
る
と
い
う
訓
練
を
重
ね
た

を
超
え
て
津
波
が
襲
っ
て
き
た
こ
と
な
ど
が
、
ど
れ
ほ
ど
の
犠
牲
を
生

ん
だ
こ
と
だ
ろ
う
。
科
学
の
世
界
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
を
活
用
し
て
、

か
え
っ
て
命
を
危
険
に
さ
ら
し
て
し
ま
っ
た
犠
牲
者
が
い
る
こ
と
を
知

り
、
「
住
民
は
理
論
に
信
頼
せ
ず
」
の
文
字
が
頭
を
よ
ぎ
っ
た
。

地
震
の
科
学
の
よ
う
に
安
全
に
強
く
関
わ
る
分
野
に
お
い
て
は
、
国

民
に
過
剰
な
期
待
を
抱
か
せ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
そ
の
科
学
の
限
界

を
猟
極
的
に
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
限
界
を
伝
え
る
こ
と

は
、
情
報
の
受
け
手
に
も
そ
れ
な
り
の
覚
悟
を
要
求
す
る
だ
ろ
う
。
釜

石
市
の
教
員
た
ち
は
、
見
本
の
な
い
津
波
防
災
教
育
の
教
材
作
り
を
、

苦
心
し
て
達
成
し
た
。
高
一
小
の
教
員
は
、
訓
練
後
に
、
た
と
え
ば
木

琴
の
下
は
安
全
な
の
か
危
険
な
の
か
と
い
う
よ
う
な
、
正
解
の
な
い
議

論
を
子
供
た
ち
と
ひ
と
つ
ひ
と
つ
積
み
重
ね
て
い
っ
た
。
こ
れ
ら
は
情

報
の
受
け
手
で
あ
る
教
員
た
ち
へ
の
、
大
き
な
負
担
と
な
っ
た
だ
ろ
う
。

し
か
し
今
、
日
本
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
個
々
人
が
こ
う
い

っ
た
力
を
養
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
民
主
主
義
社
会
に
お
け
る

個
人
の
よ
り
よ
い
意
思
決
定
は
、
世
界
に
お
け
る
国
家
の
位
置
づ
け
に

も
寄
与
す
る
だ
ろ
う
。
自
然
災
害
の
多
い
日
本
で
は
、
命
を
守
り
伝
え

て
い
く
知
恵
と
も
な
る
。

我
々
は
、
今
回
引
き
起
こ
さ
れ
た
「
理
論
に
信
願
せ
ず
」
の
事
例
に

目
を
背
け
ず
に
、
徹
底
的
な
反
省
を
し
て
、
正
し
い
一
歩
を
踏
み
出
さ

ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
か
ら
の
地
震
の
科
学
を
担
う
世
代
と
し
て
、
今

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
担
っ
て
い
る
先
人
た
ち
が
こ
れ
を
理
解
し
、
少
し
で

も
実
践
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
強
く
願
う
。


